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頁 誤記の個所 誤 正 

P86 問題 1~5 P85「遺伝的変異」に対する問題とは異なる

問題文が翻訳・記載されているため全問差し

替え。 

次ページに差し替えを掲載。 

P189 問題 3 3．分子量の大きな呼吸色素は，血球細胞内

よりも血漿に溶けて運ばれる理由を考えな

さい。 

問題 3を削除。 

※呼吸色素が血球細胞内にあるか，血漿中にあ

るかの違いは，分子量の大きさによるとは言い

がたい。例えば，ナマコやゴカイがもっている

エリスロクルオリンという呼吸色素は，ナマコ

では血球細胞内に，ゴカイでは血漿中に存在す

る。 

P259 図中 植物の表面に降り注ぐ太陽光 植物の表面に降り注ぐ太陽光 

（7,000,000） 

※P260 の問題への解答にこの値が必要とな

る。 
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表現型に対する環境の影響

１．例を挙げて，遺伝子型と表現型を区別しなさい。

２．次の表現型は連続的な形質か（量的），非連続的な形質か（質的）述べなさい。

　　（a） 羊の毛の量：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（d） 哺乳類の白化個体：

　　（b） ヒトの指の長さ：　　　　　　　　　　　　　　　　　（e） マウスの体重：

　　（c） ヒトの血液型：　　　　　　　　　　　　　　　　　　（f） キンギョソウの花の色：

３．上の例の中で，表現型が環境の影響を受けると考えられるのはどれか述べなさい。

４．高度に伴って変化する物理的な要因のうち，植物の表現型に影響を与えるものを挙げなさい。

５．アジサイの花の色は土壌の条件によって変化する。アジサイの花を，青色またはピンク色にする土壌条件を挙げなさい。

６．（a）クラインという言葉の意味を説明しなさい。

　　（b） 海岸沿いで風当たりの強い場所に，ＡとＢの２種の植物が生育している。２種はともに地面を這うように育ち，背丈が低い。
それぞれをその植物が最大に育つことのできる理想的な環境に移植する。このような環境で，Ｂはもともとの這うような
成長をするが，Ａは直立するように育つ。これらの植物が海岸沿いで生育しているときの這うような表現型の原因を挙げて，
その理由を答えなさい。

　　　　植物Ａ：

　　　　植物Ｂ：

　　（c）ＡとＢのどちらがクラインを示していると考えられるか答えなさい。

捕食者であるフサカの幼虫が発す
る化学物質に反応して，ヘルメッ
トが発達する。ヘルメットがある
とミジンコを攻撃するのも捕まえ
るのも難しくなる。

　周囲に潜在的に危険な生物がいると，体の形を変える生物もい
る。肉食性であるフサカの幼虫がいると，ミジンコは大きなヘル
メットを備える。こうした反応は，捕食者あるいは，競争相手のつ
くる化学物質の作用によることが多く，動物と同様に植物において
もよく見られる。

トゲが長くなる

ヘルメットのない形

ヘルメットと
長いトゲがある形

高度の影響
　高度が増すと，同じ遺伝子型をもつ植物であっても表現型とし
ての成長が阻害される。エンゲルマントウヒのような針葉樹は，
低地では遺伝的な潜在能力の限り成長するが，高度が上昇するに
つれて成長が阻害され，生育限界の高地では節だらけの低木に
なってしまう。このような環境の変化とともに種内の表現型がほ
ぼ連続的に少しずつ変化する現象をクラインと呼ぶ。

著しい成長阻害
（矮性）

遺伝的な限
界までの成
長

クライン




